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OstracodafbssilsfromGifuPrefecture

1，はじめに

岐阜県内には古生界から新生界に至る海成・非海成層

が点在し，それらからは様々な化石が産出する。これら

岐阜県内の化石産地及び産出化石に関しては数多くの研

究がなされており，人々の関心を集めるような化石も発

見・報告されている。本論文では岐阜県内で発見・報告

されている介形虫類化石についての概要を記すととも

に，一般に馴染みが薄い介形虫類について概説する。

2，介形虫類とは

介形虫類（Ostracoda）という名称がギリシャ語の
“ostrakon（殻）’’と“oides（～形の）”に由来することが

示すように外形は二枚貝と類似しているが（図1），介

形虫類は節足動物門，甲殻亜門，顎脚綱中の一亜綱，介

形虫亜綱（SubclassOstracoda）として分類学的に位置づ

けられている。

介形虫類は一般に左右2枚からなる背甲（殻）の中に

軟体部（動物体）が包まれており，体長は1mm以下の

ものが多いが，3cmを越える大型の種類も存在する。

軟体部は他の節足動物と同様に体節構造を持つが，体

節数を極端に減少させている。客体節は各々左右一対の

付属股を持つが，各体節の付属股は歩行・遊泳などの移

動や摂餌・岨囁，交尾といった機能に適した形態にそれ

ぞれ変形・特殊化している（図2）。

軟体部を包んでいる背甲の多くは石灰質からなるため

化石として保存されやすく，ほとんどの化石記録がこの
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図1介形虫類の生態復元図（BENSON，1981より）。

a：Bythoceratinid（右下が頭部），

b：Macrocyprid（右上が頭部）。

図2　介形虫類（BaildiaJrequens）の軟体部

（HOWEetal．，1961より）。雄の左殻を

取り外したもの。1：第1触角，2：

第2触角，3：大顎，4：小顎，5：

第1胸股，6：第2胸股，7：第3胸

股，8：尾叉，9：生殖器官．

背甲である。背甲は軟体部の形態・機能・生理，生活様

式などの特徴を反映した多彩な構造を備えている（図

3）。左右2枚からなる背甲は非対称で，一方の背甲が

他方の背甲に覆い被さるようにして背縁部で組み合わさ

れ，腹綾部で開閉する。2枚の背甲が組み合わさってい

る背縁部は蝶番と呼ばれる構造を示し，種類毎に特有な

形態を示す。背甲の外面は滑らかなものから，網目状，

斑紋，梁，糠状突起などの複雑な装飾がほどこされてい

るものまで多岐に渡っている。これら外面の特徴は各種

毎に遺伝的に安定しており，現生種はもとより背甲のみ

しか保存されない化石種の分類に大きく貢献している。

背甲の内面には背甲を閉じる時に用いられる筋肉の付着

痕が中央部にみられ，背縁部付近には付属股を動かす筋

肉の付着痕がみられる。背縁部の蝶番部を除く内面周縁

には内殻が発達している。

介形虫類は海水・汽水・淡水とあらゆる水域に広く分

布するが，なかには陸上に分布する種類も報告されてい

る。介形虫類の地理的分布は種によって固有性が高く，

化石・現生種を問わず環境指標動物として利用されてい

る。生活様式は一般に水底を這ったり堆積物中に潜った
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図3　介形虫類の背甲（左殻）の概観。想定される背甲外・内面の形態的特徴を各々同一の背甲に列挙したもの（AはATHERSUCHHetal．，

1989を一部改変，BはVANMORKHOVEN，1962より）。A：背甲外面．1：眼病，2：眼後縦溝，3：背縦溝，4：梁，5：癌，6：

綱目模様，7：前縁棟，8：亜中央癌，9：寵，10：翼状突起，11：小南，12：後縁糠。B：背甲内面．I：蝶番，Ⅱ：中央筋痕，

Ⅲ：背縁筋痕，Ⅳ：微小孔，Ⅴ：縁辺毛細管，Ⅵ：縁辺重複部。、

り水生植物間で生活する底性か，水中を泳ぎ回る浮遊性

かのどちらかである。

介形虫類は一般に雌雄異体で有性生殖を行うが，淡水

生種の中には環境状態に応じて単為生殖と有性生殖とを

使い分けるものが存在する。生殖は期間が特定の季節に

限定されるものと限定されないものとがある。受精後は

卵を体外に産み落とす種が多いが，雌の背甲内で卵を購

化させた後に幼体を体外に放出する種もある。卵の購化

後幼体は他の甲殻類と同様に脱皮を行うことにより成長

し，通常8回の脱皮で成体となり，成体になると脱皮は

行わない。介形虫類の成長過程では他の甲殻類でみられ

る幼生から成体にかけての顕著な体制の変化はみられな

い。寿命は短いもので数週間，長いもので1，2年とさ

れている。

介形虫類は少なくとも最古の化石記録が発見されてい

るカンブリア紀（約5．5億年前）から現在まで幾多の変

遷を経ながら地球上に存在している。その種数は化石種

を含めると約10万種に達するといわれている。これら膨

大な数の介形虫類は現在5目に分類されている（図4）。

3，岐阜県から産出する介形虫類化石

岐阜県内では上宝村福地地域，大垣市金生山から古生

代の，瑞浪市から新生代の介形虫類化石が産出すること

が報告されている（図5）。本論文ではそれらのうち比

較的研究がなされている上宝村福地地域と瑞浪地域から

の介形虫類化石について概要を述べる。

①上宝村福地地域

上宝村福地地域一帯は飛騨外縁帯に属する古生界が広

がっており，それらからは多くの化石が産出する。この

地域一帯の古生界は古くから注目されており，層位学的

及び古生物学的研究が繰り返し行われている。本地域の

介形虫類化石はHAMADA（1959）により初めて報告され，

その後IGOetal．（1980），ADACHIandIGO（1980）や桑

野（1986）により報告されている。福地地域からの介形

虫類化石の多くは石灰岩中にシリカにより置換された背

甲としてみられるが，産出個体数は比較的少ない。

HAMADA（1959）とIGOetal．（1980），ADACHIandIGO

（1980）は報告した介形虫類化石がどちらもk耕地胱cqpih

目（図4）に属し，各々新種であるとした。本目は直線

的な背甲背縁部と多数の小筋痕の集合からなる背甲前部

の筋痕が特徴である（図6）。なお現在最も繁栄してい

るPodocopida目は弓なりに湾曲した背縁部を持ち，筋痕

が癒着・癒合化している（図3）。HAMADA（1959）で

新種として記載されたLepelditiajqponicaは転石中から発
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図4　介形虫類の分類と各時代の存在頻度（BRASIER，1980より）。

帯の横幅は属の相対頻度を示す。
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図5　岐阜県の介形虫類化石産出地。

1：上宝村福地，2：大垣市金生山，3：瑞浪市。

見されたため産出地点及び産出層準が特定できず，さら

に他の地域からの産出報告がないため，その生息時代は

未解決のままである。一方，ADACHIandIGO（1980）は

新種として記載したParaeoleperditiafukuiiensis（図6）

がオルドビス紀中期から後期にかけてのものであるとし

た。この介形虫類化石もHAMADA（1959）と同様に転石

中で発見されたが，他地域で報告された介形虫類化石と

の形態比較から生息時代が推測された。そしてその転石

を供給したと考えられる露頭が吉城累層に相当したた

め，吉城累層は中部または上部オルドビス系とされた

（IGOetal．，1980；ADACHIandIGO，1980）。

桑野（1986）は吉城累層上位の福地累層最上部の石灰

岩レンズから多数の介形虫類化石を抽出し，日本で初め

て介形虫類を用いた日本以外の地域との古生界の対比を

行った。そしてこれら福地累層最上部の介形虫類化石の

大半がデボン紀前期のものであり，この石灰岩レンズは

デボン系下部から中部にかけてのものであるとした。

これまでのところ福地地域からの介形虫類化石の報告

は少数であり，また化石の保存状態も十分とは言えない

ため，研究が満足に行われていない。しかしながら，前

述の桑野（1986）のような多数の介形虫類化石の報告例

もなされているため，今後の研究が待たれる。

②瑞浪地域

瑞浪市など束濃地方に広がる中新統瑞浪層辞は保存状

態の良好な数多くの化石を産出し，層位学的及び古生物

学的研究が盛んに行われている。介形虫類化石は現在，

下部中新統明世累層（宿洞砂岩相，図7）から保存状態
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が良好な26属31種が産出することが報告されており，こ

のうち16種は現生種で日本の太平洋岸黒潮流域でみられ

る（YAJIMA，1992）。これら介形虫類化石は全て現在最

も繁栄しているPodocopida目Podocopina亜目に属する

（図4）。中新世以降，日本の太平洋沿岸の介形虫類動物

相は寒流系動物相と暖流系動物相とが繰り返し変化して

いるが（HANAI，1977），本地域の介形虫類動物相は暖

流系のそれを示し，軟体動物などの他の動物相の様相と
一致している。

日本の中新続から産出する介形虫類化石については

HANAI（1957，1977），ISHIZAKI（1963，1966）などで報

告されており，これら他地域の介形虫類化石と瑞浪地域

のそれらを用いての対比と中新世のテクトニクスの研究

が行われている（YAJIMA，1988）。

未団結の堆積岩中に含まれる介形虫類化石はその大き

さ故に少量の試料から多数の個体が得られ，集団標本と

して扱うことが可能である。そのため対比・古環境解析

などの詳細な解析に有用であると考えられる。しかしな
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図6　ParaeoleperditiafLk擁ensisの背甲（左殻）の内面（ADACHI

andIGO，1980より）。中央背側に前縁へ傾斜した筋痕があ

る。殻長約9mm。
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図7　瑞浪屑箱明世累層（宿洞砂岩相）。瑞浪市日吉川。



16 安　井　謙　介

がら瑞浪地域での介形虫類化石の研究は本地域からの他

の産出化石に関する研究と比較すると満足には行われて

いない。介形虫類自体の研究はもとより，瑞浪層群のよ

り詳細な解析を考えるうえでも今後の研究が待たれる。

4，おわりに

介形虫類は一般には馴染みが薄いが，近年介形虫類に

関する研究が活況を呈している。それらは層序間対比や

古環境推定のような従来の層位学的古生物学はもとよ

り，介形虫類の進化を考察する進化古生物学的研究にま

でわたっている。これは本文中で記したように，少量の

試料から多数の個体が得られ，集団標本として扱うこと

が可能で，さらに適応放散を経て現在も多岐にわたり存

在しているためである（池谷・山口，1993）。しかしな

がら未解明の部分も多く，今後の研究が期待される。
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